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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運転席（１６）の側方にサイドコラム（３２ａ）を固設し、該サイドコラム（３２ａ）
の前部に油圧操作レバー（２１）を配置し、該油圧操作レバー（２１）の運転席（１６）
寄りの後方に、アームレスト（３０）を配置した建設機械において、該アームレスト（３
０）は、腕載せ部（３５）と支持部（３７）とを備え、前記支持部（３７）は、前記腕載
せ部（３５）から下方に突出する固定部（３５ｂ）と、前記サイドコラム（３２ａ）側の
機体に固定した固定金具（３３ａ）と、該固定部（３５ｂ）と固定金具（３３ａ）の間に
配置する支持ブラケット（３７ａ）とにより構成し、前記固定金具（３３ａ）と支持ブラ
ケット（３７ａ）との間に上下方向の位置調整手段を配置し、該上下方向の位置調整手段
は、前記支持ブラケット（３７ａ）に、前記固定金具（３３ａ）と固定するための孔（３
７ｃ）を形成し、該孔（３７ｃ）は長孔で上下斜め方向に延設して構成し、該孔（３７ｃ
）内で固定ボルトを緩めてスライドさせることにより、該アームレスト（３０）を上下に
位置調整可能とし、前記支持ブラケット（３７ａ）と固定部（３５ｂ）の間に、前後方向
の位置調整手段（５０ａ）を構成し、該前後方向の位置調整手段（５０ａ）は、調整方向
に沿う摺動ガイド孔（３７ｄ）と、該摺動ガイド孔（３７ｄ）内において前後摺動自在に
支持する摺動軸（３９ａ）により構成した摺動ガイド部と、該摺動ガイド部の上部に配設
する位置決め係止部とにより形成し、該位置決め係止部は、前記固定部（３５ｂ）より下
方に突出した係合ピン（３５ｄ）と、前記支持ブラケット（３７ａ）の前後に複数開口し
た位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）により構成したことを特徴とする建設機械。
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【請求項２】
　請求項１記載の建設機械において、前記前後方向の位置調整手段（５０ａ）は、該固定
部（３５ｂ）より水平方向に突設したしたプレート状の係止部（３５ｃ）に、前記係合ピ
ン（３５ｄ）を挿入して下方に突出し、該係合ピン（３５ｄ）が、前記支持ブラケット（
３７ａ）の上部に前後方向に延設した板状の係止金具（３７ｂ）の位置決め孔（３５ｅ・
３５ｆ）に、上下方向に嵌合すべく構成し、該プレート状の係止部（３５ｃ）の面が、前
記板状の係止金具（３７ｂ）の面に接当すべく、該板状の係止金具（３７ｂ）は左右の水
平方向の面を具備し、該位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）を穿設した板状の係止金具（３７
ｂ）の係合面の角度は、前後の位置で異なる角度としたことを特徴とする建設機械。
【請求項３】
　請求項２記載の建設機械において、前記プレート状の係止部（３５ｃ）の面が、板状の
係止金具（３７ｂ）の面から外れた位置において、該腕載せ部（３５）が上下方向を向い
た状態の収納位置を設け、前記支持ブラケット（３７ａ）の前後一側にフック（３７ｉ）
を形成し、該収納位置おいて、該腕載せ部（３５）に設けた係合ピン（３５ｄ）の取付基
部であるプレート状の係止部（３５ｃ）が、前記支持ブラケット（３７ａ）のフック（３
７ｉ）に嵌入し、掛止されることを特徴とする建設機械。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建設機械における、運転席に備えられるアームレストに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パワーショベル等の建設機械やその他の作業車両において、運転作業時にオペレ
ータの腕を載置することができるアームレストが運転座席近傍に設けられることがある。
このアームレストの効果により、オペレータは楽な操縦姿勢を取ることができ、そのため
、オペレータの疲労を軽減したり、作業効率を向上させたりすることができる。しかし、
オペレータの体格や操縦姿勢は人それぞれ異なっており、アームレストを有効に使用する
ためには、アームレストの固定位置を変更可能に構成する必要があった。このため、アー
ムレストの固定位置を変更可能とする種々の技術が開発されており、例えば、以下の特許
文献１乃至３にその技術が開示され、公知となっている。
【特許文献１】実開平６－３５３５６号公報
【特許文献２】実用新案登録第２５９３５８７号公報
【特許文献３】特開２００６－３４５０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来技術は特定の一方向（例えば、上下もしくは前後）にアームレスト
の固定位置を変更可能に構成したものであり、各オペレータの体格や操縦姿勢に十分に適
合させることができなかった。また、アームレストの固定方法が、例えばボルト・ナット
等で堅固に固定するような場合には、位置調整に工具が必要となるため、位置調整が容易
でないという問題があった。また、位置合わせ用の孔に固定部材（例えば、固定ピン等）
を挿入して固定するような場合には、固定部材を紛失するとアームレストを使用できなく
なるという問題もあった。さらに、オペレータの好みによっては、アームレストを使用し
ない場合も想定されるが、収納するために工具が必要となるため、アームレストの収納が
容易に出来ない。あるいは、収納時においてアームレストの固定が不十分なため、体の接
触等により予期せず使用状態に戻ってしまうというような問題もあった。そこで本発明で
は、このような現状を鑑み、位置調整が容易に可能であり、かつ、未使用時には容易に収
納することを可能としたアームレストを提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００５】
　請求項１においては、運転席（１６）の側方にサイドコラム（３２ａ）を固設し、該サ
イドコラム（３２ａ）の前部に油圧操作レバー（２１）を配置し、該油圧操作レバー（２
１）の運転席（１６）寄りの後方に、アームレスト（３０）を配置した建設機械において
、該アームレスト（３０）は、腕載せ部（３５）と支持部（３７）とを備え、前記支持部
（３７）は、前記腕載せ部（３５）から下方に突出する固定部（３５ｂ）と、前記サイド
コラム（３２ａ）側の機体に固定した固定金具（３３ａ）と、該固定部（３５ｂ）と固定
金具（３３ａ）の間に配置する支持ブラケット（３７ａ）とにより構成し、前記固定金具
（３３ａ）と支持ブラケット（３７ａ）との間に上下方向の位置調整手段を配置し、該上
下方向の位置調整手段は、前記支持ブラケット（３７ａ）に、前記固定金具（３３ａ）と
固定するための孔（３７ｃ）を形成し、該孔（３７ｃ）は長孔で上下斜め方向に延設して
構成し、該孔（３７ｃ）内で固定ボルトを緩めてスライドさせることにより、該アームレ
スト（３０）を上下に位置調整可能とし、前記支持ブラケット（３７ａ）と固定部（３５
ｂ）の間に、前後方向の位置調整手段（５０ａ）を構成し、該前後方向の位置調整手段（
５０ａ）は、調整方向に沿う摺動ガイド孔（３７ｄ）と、該摺動ガイド孔（３７ｄ）内に
おいて前後摺動自在に支持する摺動軸（３９ａ）により構成した摺動ガイド部と、該摺動
ガイド部の上部に配設する位置決め係止部とにより形成し、該位置決め係止部は、前記固
定部（３５ｂ）より下方に突出した係合ピン（３５ｄ）と、前記支持ブラケット（３７ａ
）の前後に複数開口した位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）により構成したものである。
【０００６】
　請求項２においては、請求項１記載の建設機械において、前記前後方向の位置調整手段
（５０ａ）は、該固定部（３５ｂ）より水平方向に突設したしたプレート状の係止部（３
５ｃ）に、前記係合ピン（３５ｄ）を挿入して下方に突出し、該係合ピン（３５ｄ）が、
前記支持ブラケット（３７ａ）の上部に前後方向に延設した板状の係止金具（３７ｂ）の
位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）に、上下方向に嵌合すべく構成し、該プレート状の係止部
（３５ｃ）の面が、前記板状の係止金具（３７ｂ）の面に接当すべく、該板状の係止金具
（３７ｂ）は左右の水平方向の面を具備し、該位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）を穿設した
板状の係止金具（３７ｂ）の係合面の角度は、前後の位置で異なる角度としたものである
。
【０００７】
　請求項３においては、請求項２記載の建設機械において、前記プレート状の係止部（３
５ｃ）の面が、板状の係止金具（３７ｂ）の面から外れた位置において、該腕載せ部（３
５）が上下方向を向いた状態の収納位置を設け、前記支持ブラケット（３７ａ）の前後一
側にフック（３７ｉ）を形成し、該収納位置おいて、該腕載せ部（３５）に設けた係合ピ
ン（３５ｄ）の取付基部であるプレート状の係止部（３５ｃ）が、前記支持ブラケット（
３７ａ）のフック（３７ｉ）に嵌入し、掛止されるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
【０００９】
　請求項１においては、運転席（１６）の側方にサイドコラム（３２ａ）を固設し、該サ
イドコラム（３２ａ）の前部に油圧操作レバー（２１）を配置し、該油圧操作レバー（２
１）の運転席（１６）寄りの後方に、アームレスト（３０）を配置した建設機械において
、該アームレスト（３０）は、腕載せ部（３５）と支持部（３７）とを備え、前記支持部
（３７）は、前記腕載せ部（３５）から下方に突出する固定部（３５ｂ）と、前記サイド
コラム（３２ａ）側の機体に固定した固定金具（３３ａ）と、該固定部（３５ｂ）と固定
金具（３３ａ）の間に配置する支持ブラケット（３７ａ）とにより構成し、前記固定金具
（３３ａ）と支持ブラケット（３７ａ）との間に上下方向の位置調整手段を配置し、該上
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下方向の位置調整手段は、前記支持ブラケット（３７ａ）に、前記固定金具（３３ａ）と
固定するための孔（３７ｃ）を形成し、該孔（３７ｃ）は長孔で上下斜め方向に延設して
構成し、該孔（３７ｃ）内で固定ボルトを緩めてスライドさせることにより、該アームレ
スト（３０）を上下に位置調整可能とし、前記支持ブラケット（３７ａ）と固定部（３５
ｂ）の間に、前後方向の位置調整手段（５０ａ）を構成し、該前後方向の位置調整手段（
５０ａ）は、調整方向に沿う摺動ガイド孔（３７ｄ）と、該摺動ガイド孔（３７ｄ）内に
おいて前後摺動自在に支持する摺動軸（３９ａ）により構成した摺動ガイド部と、該摺動
ガイド部の上部に配設する位置決め係止部とにより形成し、該位置決め係止部は、前記固
定部（３５ｂ）より下方に突出した係合ピン（３５ｄ）と、前記支持ブラケット（３７ａ
）の前後に複数開口した位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）により構成したので、アームレス
トの位置を上下方向と前後方向に調整することができ、オペレータの体格や作業姿勢に合
わせることができる。そして、建設機械の操作性を向上させることができる。
【００１０】
　また、アームレストの位置決めを容易にすることができる。
【００１１】
　また、アームレストをオペレータの体格や使用状況に適した角度および位置に容易に設
定することができる。
【００１２】
　請求項２においては、請求項１記載の建設機械において、前記前後方向の位置調整手段
（５０ａ）は、該固定部（３５ｂ）より水平方向に突設したしたプレート状の係止部（３
５ｃ）に、前記係合ピン（３５ｄ）を挿入して下方に突出し、該係合ピン（３５ｄ）が、
前記支持ブラケット（３７ａ）の上部に前後方向に延設した板状の係止金具（３７ｂ）の
位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）に、上下方向に嵌合すべく構成し、該プレート状の係止部
（３５ｃ）の面が、前記板状の係止金具（３７ｂ）の面に接当すべく、該板状の係止金具
（３７ｂ）は左右の水平方向の面を具備し、該位置決め孔（３５ｅ・３５ｆ）を穿設した
板状の係止金具（３７ｂ）の係合面の角度は、前後の位置で異なる角度としたので、アー
ムレストの角度および位置を容易に設定することができる。
【００１３】
　請求項３においては、請求項２記載の建設機械において、前記プレート状の係止部（３
５ｃ）の面が、板状の係止金具（３７ｂ）の面から外れた位置において、該腕載せ部（３
５）が上下方向を向いた状態の収納位置を設け、前記支持ブラケット（３７ａ）の前後一
側にフック（３７ｉ）を形成し、該収納位置おいて、該腕載せ部（３５）に設けた係合ピ
ン（３５ｄ）の取付基部であるプレート状の係止部（３５ｃ）が、前記支持ブラケット（
３７ａ）のフック（３７ｉ）に嵌入し、掛止されるので、アームレストが不要な場合に収
納することができる。
【００１４】
　また、アームレストを構成する部品数を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、発明の実施の形態を説明する。
【００１６】
　図１は本発明の一実施例に係るパワーショベルの全体的な構成を示した側面図、図２は
同じくパワーショベルの運転席の全体的な構成を示した斜視図、図３は本発明の一実施例
に係る右手側アームレストを示す斜視図である。
【００１７】
　図４は本発明の一実施例に係る左手側アームレストを示す斜視図、図５は同じく左手側
アームレストを示す斜視図、図６は本発明の一実施例に係る腕載せ部を示す側面図、図７
は本発明の一実施例に係る支持部を示す側面図である。
【００１８】
　図８は本発明の一実施例に係るアームレストの第一の使用態様を示す図、図９は本発明
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の一実施例に係るアームレストの第二の使用態様を示す図、図１０は本発明の一実施例に
係るアームレストの収納時の態様を示す図である。
【００１９】
　まず始めに、本発明の一実施例に係るパワーショベルの全体構成について、図１を用い
て説明をする。尚、本実施例では、本発明を適用する建設機械としてパワーショベルを例
にとって説明をするが、これに限定するものではない。図１に示す如く、パワーショベル
１００は、本機の前部に作業機７を装着しており、本機はクローラ式走行装置１の上部中
央に旋回台軸受１７を介して旋回フレーム２を左右旋回可能に支持しており、該旋回フレ
ーム２上には旋回用の油圧モータ１３が配置されている。該クローラ式走行装置１の前後
一側には、ブレード３を上下回動自在に配設している。旋回フレーム２の上部にはエンジ
ン等を被覆するボンネット１４が配設され、該ボンネット１４上に運転席１６を配置し、
該運転席１６の近傍に油圧操作レバー２１・２２やロックレバー２３・２４等を配置し、
運転席１６前方に走行レバー２５やペダル等を配置して運転操作部を構成している。該運
転操作部の上方にはキャノピー８が配設されている。
【００２０】
　また、旋回フレーム２の前端部にはブームブラケット１２が左右回動可能に取り付けら
れ、該ブームブラケット１２にはブーム６の下端部が上下回動自在に支持されている。ブ
ーム６は途中部で前方に屈曲して側面視略「く」字状に形成されており、該ブーム６の上
端部にはアーム５が回動自在に支持され、該アーム５の先端部には作業用アタッチメント
であるバケット４が回動自在に支持されている。これらのブーム６、アーム５、及びバケ
ット４等により作業機７が構成されている。
【００２１】
　そして、前記ブーム６はブームシリンダ１１により回動動作され、アーム５はアームシ
リンダ１０により回動動作され、バケット４はバケットシリンダ９により回動動作され、
クローラ式走行装置１上の旋回体は油圧モータ１３により旋回される。前記ブームシリン
ダ１１、アームシリンダ１０、及びバケットシリンダ９は油圧シリンダにより構成され、
運転操作部に配設される油圧操作レバー２１やペダル等の回動操作により図示しないパイ
ロットバルブ（リモコン弁）が切り換えられて、該パイロットバルブから図示しない主バ
ルブを切り換えて、旋回フレーム２のボンネット１４内に配設される図示しない油圧ポン
プから油圧ホースを通じて圧油が供給されることにより伸縮駆動や油圧モータ１３が回転
駆動される。以上が、本発明の一実施例に係るパワーショベルの全体構成についての説明
である。
【００２２】
　次に、本発明の要部である、アームレストの構成について、図２乃至図７を用いて説明
をする。図２乃至図５に示す如く、アームレスト３０・３１は、作業時の主な操作レバー
となる左右の各油圧操作レバー２１・２２に対して運転席１６寄り（後方）に配置され、
各油圧操作レバー２１・２２の回動基部を覆う左右のサイドコラム３２ａ・３２ｂから立
設されている。さらに詳述すると、前記各サイドコラム３２ａ・３２ｂに覆われた図示し
ない機体フレームから固定金具３３ａ・３３ｂが上方に突設されており、該固定金具３３
ａ・３３ｂは各サイドコラム３２ａ・３２ｂに設けられた孔を貫通して露出するようにし
、固定金具３３ａ・３３ｂによりアームレスト３０・３１を固設するようにしている。
【００２３】
　図２乃至図５に示す如く、各アームレスト（３０・３１）は、互いに線対称となるよう
に構成しており、腕載せ部３５・３６および支持部３７・３８から構成されている。さら
に、腕載せ部３５・３６は、クッション部３５ａ・３６ａ、固定部３５ｂ・３６ｂおよび
、係止部３５ｃ・３６ｃから構成されている。そして、係止部３５ｃ・３６ｃの下面には
、係止ピン３５ｄ・３６ｄを植設している。
【００２４】
　左右略対称に構成されているので、左方のアームレスト３０について説明すると、図６
に示す如く、オペレータ左方のアームレスト３０を構成する腕載せ部３５は、クッション
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部３５ａと固定部３５ｂがボルトにより固定されている。クッション部３５ａは、側面視
略への字型に成型されたクッション部材であり、アームレストを使用する際に、オペレー
タの腕を載置する際に柔軟な面で受ける部位である。固定部３５ｂは、正面視略逆Ｌ字型
に折曲加工が施された鋼板製部材であり、前記クッション部３５ａ下部を取り付ける水平
方向の取付面と、前記支持部３７と接する前後方向の取付面とが形成されている。前記ク
ッション部３５ａの取付面には孔が形成されており、該孔にボルトを貫装させて、クッシ
ョン部３５ａ底部に形成されたメネジに前記ボルトを螺合させることにより、クッション
部３５ａと固定部３５ｂを締結するようにしている。また、前記支持部３７と接する取付
面の下部には、後述する摺動ガイド孔３７ｄ内で前後回動可能、かつ、前後摺動自在に支
持する摺動軸３９ａを挿入する孔３５ｅが形成されている。その上部にプレート状の係止
部３５ｃを水平方向に突設し、該係止部３５ｃに係止ピン３５ｄを挿入して下方に突出さ
せている。尚、ここではオペレータ右方のアームレスト３１を構成する腕載せ部３６につ
いての説明は省略するが、腕載せ部３６は腕載せ部３５に対して線対称であり、腕載せ部
３５の各部と対応する各部位を有するように構成している。
【００２５】
　図７に示す如く、支持部３７は、プレートを略三角形状に形成して、支持ブラケット３
７ａおよび係止金具３７ｂから構成されている。該支持ブラケット３７ａは板状体で、そ
の上部に板状の係止金具３７ｂが水平方向に設けられている。支持ブラケット３７ａには
、前記固定金具３３ａと固定するための孔３７ｃが形成されている。該孔３７ｃは長孔で
上下斜め方向に延設して構成されており、固定金具３３ａとの固定位置を調整可能な構成
としている。これにより、固定ボルトを緩めてスライドさせて固定することにより、略上
下に対してアームレスト位置の微調整が可能となっている。
【００２６】
　係止金具３７ｂは、側面視略「へ」字状（または略円弧状）に折曲加工が施された板状
の鋼製部材であり、前記支持ブラケット３７ａと正面視略「Ｌ」字型を形成するように、
係止金具３７ｂの長辺方向の端面と支持ブラケット３７ａの側面を突き合わせて溶接接合
するようにしている。尚、係止金具３７ｂは、支持ブラケット３７ａの一部を折曲加工し
て形成するような構成であってもよい。そして、係止金具３７ｂの上面には前記係止ピン
３５ｄと係合する形状を具備する係止孔（３７ｅ・３７ｆ）が複数穿設されている。係止
金具３７ｂは側面視略「へ」字状に折曲加工されており、角度の異なる二つの係止面３７
ｇ・３７ｈが形成されている。そして、機体後方側の係止面３７ｇには前記係止孔３７ｆ
が形成され、また、機体前方側の係止面３７ｈには前記係止孔３７ｅが形成されている。
尚、本実施例では、係止孔３７ｅ・３７ｆおよび係止面３７ｇ・３７ｈを２箇所形成する
構成としているが、数をこれに限定するものではない。また、係止孔３７ｅ・３７ｆは、
凹状に構成しても係止金具３７ｂを貫通して形成されるような構成であってもよい。
【００２７】
　さらに、図７に示す如く、支持ブラケット３７ａには摺動ガイド孔３７ｄが形成されて
いる。摺動ガイド孔３７ｄには、ボルト等からなる摺動軸３９ａが貫装され、さらに該摺
動軸３９ａが前記腕載せ部３５に形成された孔３５ｅも貫装するようにしている。そして
、ワッシャー４０ａを介装してナット４１ａを前記摺動軸３９ａと螺合させて、前記腕載
せ部３５を支持部３７により回動可能に支持するような構成としている。また、摺動ガイ
ド孔３７ｄは上下中途部に前後方向に設けて、側面視略「へ」字状の長孔で構成されてお
り、前記摺動軸３９ａが、長孔の範囲で略前後に摺動可能な構成としている。また、摺動
軸３９ａの外径寸法と摺動ガイド孔３７ｄの幅との関係は、係止ピン３５ｄを係止孔３７
ｅ（または３７ｆ）に抜き差し可能な寸法しろを考慮して摺動ガイド孔３７ｄの幅を広め
に形成するようにしている。
【００２８】
　さらに、図７に示す如く、支持ブラケット３７ａの前後一側（本実施例では後方側）に
は凹状に切り欠いたフック３７ｉが形成されている。そして、アームレスト３０の収納時
には、腕載せ部３５を後方に回動させて、固定部３５ｂの一部（本実施例では係止部３５



(7) JP 4814709 B2 2011.11.16

10

20

30

40

50

ｃ）をフック３７ｉにより係止して、収納時の位置に簡単に、かつ、確実に固定すること
ができるように構成している。
【００２９】
　そして、係止ピン３５ｄ、係止部材３７ｂ、摺動ガイド孔３７ｄ、係止孔３７ｅ・３７
ｆ、係止面３７ｇ・３７ｈ、フック３７ｉおよび摺動軸３９ａ等により、略前後方向のア
ームレスト位置調整のための位置調整機構５０ａを構成するようにしている。尚、ここで
はオペレータの左方に配置される支持部３８についての説明は省略するが、支持部３８は
支持部３７に対して線対称であり、支持部３７の各部と対応する各部位を有するように構
成している。以上が、本発明の要部である、アームレストの構成についての説明である。
【００３０】
　次に、アームレストの使用時および収納時の態様について、図８乃至図１０を用いて説
明をする。尚、以下の説明では、左側のアームレスト３０は右側のアームレスト３１と線
対称となるように構成しているので、左側のアームレスト３０についての説明は省略し、
右側のアームレスト３１について説明する。
【００３１】
　まず、アームレスト使用時における第一の使用態様について、図８を用いて説明をする
。図８に示す如く、アームレスト３０使用時における第一の使用態様（前方位置使用態様
）においては、位置調整機構５０ａは、腕載せ部３５の係止ピン３５ｄが前方側の係止孔
３７ｅと係止している。このとき、係止部３５ｃの下面は係止面３７ｇと接しており、腕
載せ部３５が前傾する態様となっている。この場合には、オペレータの腕の下端面を示し
た仮想線（図８中の線Ａ）と、クッション部３５ａが接する幅（図８中のＸ１）が比較的
狭くなり、つまり、腕との接触面積が小さくなり腕を動かし易く、活発に油圧操作レバー
２１の操作を行うような、つまり、作業操作を頻繁に行ったり、精密な作業を行ったりす
るような状況に好適なアームレスト位置となっている。
【００３２】
　次に、アームレスト使用時における第二の使用態様について、図９を用いて説明をする
。図９に示す如く、アームレスト３０使用時における第二の使用態様（後方位置使用態様
）においては、位置調整機構５０ａは、腕載せ部３５の係止ピン３５ｄが後方側の係止孔
３７ｆと係止している。この態様変更時には摺動軸３９ａは摺動ガイド孔３７ｄに沿って
移動される。このとき、係止部３５ｃの下面は係止面３７ｈと接しており、腕載せ部３６
がほぼ水平な態様となっている。この場合には、オペレータの腕の下端面を示した仮想線
（図９中の線Ａ）と、クッション部３５ａが接する幅（図９中のＸ２）が、前記Ｘ１に比
して拡がっており、つまり、腕との接触面積が大きくなり腕をクッション部３５ａに載せ
て、油圧操作レバー２１の操作が緩慢で良い場合や待機状態であるような場合に好適なア
ームレスト位置となっている。
【００３３】
　次に、アームレスト収納時の態様について、図１０を用いて説明をする。図１０に示す
如く、アームレスト３０収納時の態様においては、腕載せ部３５を後方側（図１０におけ
る時計回り）に回動させて、腕載せ部３５の係止ピン３５ｄの取付基部である係止部３５
ｃを、フック３７ｉに嵌合させて固定するように構成している。このとき、腕載せ部３５
がほぼ上下方向に向けられるような態様となっている。この場合には、オペレータの腕の
下端面を示した仮想線（図１０中の線Ａ）とアームレスト３０は離間しており、オペレー
タの腕とアームレスト３０が接触することが無く、アームレストが不要な場合や、またア
ームレストの使用を好まないオペレータが作業を行う場合に好適なアームレスト位置とな
っている。尚、本実施例では、アームレストを後方側に収納する例を示したが、これに限
定するものではなく、アームレスト収納用のフックを前方側に形成し、アームレストを前
方側（図１０における反時計回り）に回動させて収納する構成であってもよい。以上が、
アームレストの使用時および収納時の態様についての説明である。
【００３４】
　以上の説明に示す如く、腕載せ部３５・３６と支持部３７・３８とを備え、支持部３７
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・３８に腕載せ部３５・３６の位置を調整可能に構成したパワーショベル１００に備えら
れるアームレスト３０・３１において、支持部３７・３８は、腕載せ部３５・３６から下
方に突出する固定部３５ｂ・３６ｂと、機体に固定する固定金具３３ａ・３３ｂと、固定
金具３３ａ・３３ｂと固定部３５ｂ・３６ｂの間に配設する支持ブラケット３７ａ・３８
ａとを有し、固定金具３３ａ・３３ｂと支持ブラケット３７ａ・３８ａの間に上下方向の
位置調整手段を配置し、支持ブラケット３７ａ・３８ａと固定部３５ｂ・３６ｂの間に前
後方向の位置調整機構５０ａ・５０ｂを配置している。これにより、アームレストの位置
を上下方向と前後方向に調整することができ、オペレータの体格や作業姿勢に合わせるこ
とができるのである。そして、建設機械の操作性を向上させることができるのである。
【００３５】
　また、腕載せ部３５・３６と支持部３７・３８とを備え、支持部３７・３８に腕載せ部
３５・３６の位置を調整可能に構成したパワーショベル１００に備えられるアームレスト
３０・３１において、支持部３７・３８は、腕載せ部３５・３６から下方に突出する固定
部３５ｂ・３６ｂと、固定部３５ｂ・３６ｂを固定する係止金具３７ｂ・３８ｂを有し、
固定部３５ｂ・３６ｂと係止金具３７ｂ・３８ｂとの間に位置調整機構５０ａ・５０ｂを
設け、位置調整機構５０ａ・５０ｂは、調整方向に沿う摺動ガイド孔３７ｄ・３８ｄと、
摺動ガイド孔３７ｄ・３８ｄの近傍に配設する位置決め係止部（係止ピン３６ｄおよび係
止孔３６ｅ・３６ｆ）が形成されるようにしている。これにより、アームレストの位置決
めを容易にすることができるのである。
【００３６】
　また、位置調整機構５０ａ・５０ｂにおいて、摺動ガイド孔３７ｄ・３８ｄを前後方向
に配置し、位置決め係止部（係止ピン３６ｄおよび係止孔３６ｅ・３６ｆ）は前後に複数
箇所係合部（係止孔３６ｅ・３６ｆ）を設け、該各係合部の係合面（係止面３６ｇ・３６
ｈ）の角度が異なるように構成している。これにより、アームレストをオペレータの体格
や使用状況に適した角度および位置に容易に設定することができるのである。
【００３７】
　また、前記係合部において、該係合部を、係止部３５ｃ・３６ｃより下方に突出する係
止ピン３６ｄと、支持ブラケット３７ａ・３８ａに前後方向に延設する係止金具３７ｂ・
３８ｂに上下方向に開口する複数の位置決め孔より構成すること、を特徴としたものであ
る。これにより、アームレストの角度および位置を容易に設定することができるのである
。
【００３８】
　また、位置調整機構５０ａ・５０ｂにおいて、支持ブラケット３７ａ・３８ａの前後一
側に収納位置を形成し、該収納位置に腕載せ部３５・３６が上下方向を向いた状態の係止
部３５ｃ・３６ｃを掛止するフック３７ｉ・３８ｉが形成されるようにしている。これに
より、アームレストが不要な場合に収納することができるのである。
【００３９】
　また、位置調整機構５０ａ・５０ｂにおいて、フック３７ｉ・３８ｉが、前後方向の位
置決め係止するための係止ピン３５ｄ・３６ｄの取付基部（係止部３５ｃ・３６ｃ）を掛
止するようにしている。これにより、アームレストを構成する部品数を低減することがで
きるのである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施例に係るパワーショベルの全体的な構成を示した側面図。
【図２】同じくパワーショベルの運転席の全体的な構成を示した斜視図。
【図３】本発明の一実施例に係る右手側アームレストを示す斜視図。
【図４】本発明の一実施例に係る左手側アームレストを示す斜視図。
【図５】同じく左手側アームレストを示す斜視図。
【図６】本発明の一実施例に係る腕載せ部を示す側面図。
【図７】本発明の一実施例に係る支持部を示す側面図。
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【図８】本発明の一実施例に係るアームレストの第一の使用態様を示す図。
【図９】本発明の一実施例に係るアームレストの第二の使用態様を示す図。
【図１０】本発明の一実施例に係るアームレストの収納時の態様を示す図。
【符号の説明】
【００４１】
　３３ａ・３３ｂ　固定金具
　３５・３６　　　腕載せ部
　３５ｂ・３６ｂ　固定部
　３５ｄ・３６ｄ　係止ピン
　３５ｅ・３６ｅ　係止孔
　３５ｆ・３６ｆ　係止孔
　３７・３８　　　支持部
　３７ａ・３８ａ　支持ブラケット

【図１】 【図２】
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